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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆解決したい神⼾の課題 
・神⼾市では平成 23 年度に居住⽀援協議会を設⽴し、現在41の居住⽀援法⼈が活動してお り、住宅確保要配慮者に対する居住⽀援体制を総合的に強化していく必要がある。 
・住宅総数が充⾜する中、⼈⼝減少対策に取り組んでいくためには、既存住宅を有効に活⽤し ていくことが求められる。
・空き家が多い⼀⽅で、居住不安定な住宅確保要配慮者が減少しない ⽭盾を解消するためには、ハコとヒトのマッチングの仕組みが重要となる。 
参考 今後の住宅政策の⽅向性:住宅ストックを活⽤した定住・転⼊の促進(神⼾市すまい審議会,R３年３⽉) 

◆研究成果が与える効果： 
・災害ケースマネジメント※を組み込んだ居住⽀援政策を提案することにより、住宅確保要配 慮者の居住安定を保障する住宅セイフティネットのあり⽅および安⼼社会システムが明らかになる。
・空き家解消に有効なハコとヒトのマッチングの仕組みによって、安⼼な居住システムを 確⽴し、⼈⼝減少に⻭⽌めをかける。 
※のイメージ：⼀⼈ひとりの状況や⽣活状況の課題等を個別の相談等により把握した上で、住 宅確保要配慮者の⾃⽴・⽣活再建が進むようマネジメントする 
・災害時における仮住まいは既存住宅ストックを活⽤した⺠間賃貸住宅借り上げが主流になっ ている。
本研究のアウトプットである「ハイブリッド型住宅セイフティネットの構築」は、災 害時、平時の双⽅に効果を発揮する居住安定システムである。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆R5年度：R5年12月～R6年2月
１）公的機関や居住支援団体による居住支援政策の整理：住宅確保給付金や生活保護の申請件数、受給者数等のデータを収集する。独自の支援施策を展開している市町村を同定する調査（家賃低廉化措置や公営住宅の目的外使用）を行い、国による支援策への上乗せや受給要件の横出しを明らかにする。
２）住宅確保要配慮者の居住ニーズの特定
①住宅確保要配慮者に対する半構造化インタビュー調査を実施する。コープこうべが管理している住宅居住者を対象とし、支援とニーズの乖離を明らかにする。
②住居喪失経験者に対して支援を行った関係団体への半構造化インタビュー：当事者が抱える住居喪失危機の状況、支援制度の利用と機能有無、生活保護受給を尋ねる。R6年度に支援団体に業務委託（予算：その他）を行い、当事者のデータ整理や聞き取り調整などを委託する可能性も検討する。
③居住支援法人に対する調査：住宅確保要配慮者への支援を行う居住支援法人を対象として相談件数、内容、要配慮者の属性、住宅確保給付金の課題を調査する。
◆R6年度：R6年4月～R7年2月　
２）の続き 住宅確保要配慮者へ質問紙調査(予定）：世帯類型や住居喪失の傾向等の軸でグルーピングし、住居喪失危機の全体像を明らかにする。独自の質問紙調査をするか否かは上記２）④の状況に基づいて判断する。各団体からデータが十取得できる場合はそれを活用する。
３）国外のコロナ禍の居住支援政策の整理：異なるアプローチを採用する米国を事例として「災害時の住宅復興政策・コロナ独自施策・平時の住宅政策」の内容・特徴・運用状況を整理する。
上記②～④の調査先一覧：NPO法人抱樸,一般社団法人つくろい東京ファンド, 住まいの貧困に取り組むネットワーク,認定NPO法人ビッグイシュー基金, LIFULL（ライフル）,(株)プライム, NPO法人ワンエイド,(株)アポロワークス, NPO法人LivE Quality HUB, NPO法人やどかりサポートほか
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